
「相模原市 広域交流拠点整備計画」に関する公開質問 回答書

1.総論
1(1)

《質問》

「広域交流拠点整備計画」の目的は何ですか。

今後の人口減少社会を見据えるとき、計画のすべてに必然性があるとお考えですか。

また、基本計画にある「持続可能な都市経営」とは何ですか。具体的な例をあげてご説明ください。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

本市が平成 25年 6月 に策定した「さがみはら都市経営指針」の「3都市経営指針 (1)本市の都市経営」
では、「本市は、これまでの行政組織や事務事業の簡素 。効率化を中心に取り組んできた行政改革を継承して

策定した、都市経営ビジョンによる都市経営を進めているところであり、この理念を引き継ぎ、相模原市総

合計画に掲げた『協働によるまちづくり』、『市民の満足度を高めるための行政評価と財政基盤の強化』、『都

市にふさわしいまちづくり』の 3つの基本方針を着実かつ積極的に取り組むことにより、持続可能な都市を

経営する」こととしています。

このうち、「基本方針 【3】 皆で拓く !希望と熱意で輝くまち(大都市にふさわしいまちづくり)」 の「ア 成
長戦略に基づく基盤整備」においては、「安定した財政基盤を確立するためには、多様な都市機能の集積や都

市基盤の強化、周辺都市との交流と連携を図りながら都市の自立性を高め、人や企業に選ばれる都市づくり

を進めることが必要であり、「さがみ縦貫道路」の開通や 「リニア中央新幹線」の駅設置、「小田急多摩線」

の延伸など広域的な交通ネットワークの整備による新たなまちづくりの可能性が広がっていることから、こ

れらの展望を踏まえ、中長期的な視野を持って都市基盤の整備、企業立地の促進等の産業政策を進める」も

のとしております。

相模原市広域交流拠点整備計画につきましても、こうした指針の理念に沿つた、持続可能な都市経営を目

指す取組の一環として、現在策定を進めているものでございます。

1(2)

《質問》

計画に託された相模原市の将来像は何ですか。「魅力あふれる質の高い都市づくり」、「安全で安心して暮ら

せる都市づくり」などの言葉ではまったくイメージが描けません。抽象的な文言ではなく、私たちが暮らす

まちをどうしたいのかを具体的にお示しください。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

平成 26年 6月 に策定いたしました「相模原市広域交流拠点都市推進戦略」におきましては、「広域交流拠

点の理念と将来像」を以下のように定めています。

○ 広域交通網を生かしたアジア・世界のゲートウェイとしての情報 。人材 。文化の交流、集積

○ 本市全体、首都圏南西部全体の持続的な成長の源泉

○ 社会経済情勢の変化に対応した暮らしやすく先進的な市街地の形成

この戦略に基づき、「相模原市広域交流拠点基本計画」におきましては、橋本 。相模原両駅周辺地区の「ま

ちづくリコンセプト」を以下のように定めています。

【橋本駅周辺地区】～産業の活力と賑わいがあふれる交流拠点～

○ 広域的な交流・連携のゲー トづくり

○ イノベーション拠点としてのまちづくり



○ 情報発信拠′点としてのまちづくり

○ 環境共生 。人の暮らしに配慮したまちづくり

【相模原駅周辺地区】～ 安心とゆとりのある文化 。行政が集積する中枢業務拠点 ～

○ 多様な交流のまちづくり

○ 産業・文化創造のまちづくり

○ 環境共生 。人の暮らしに配慮したまちづくり

○ 安全 。安心のまちづくり

1(3)

《質問》

(2)に関連 して、 2015年 11月 20日 付けの神奈川新間に市長と寺島実郎氏の
.対
談特集が載ってい

ます。

寺島氏は、圏央道沿いに物流 (ロ ジスティクス)大手の拠点が整備されている相模原は、太平洋と日本海
を結ぶ戦略的なネットワークのベースキャンプだ、と話しました。市長もそれを裏付ける発言をされていま

す。

これを読めば、相模原の将来像は、市内幹線道路をトラックが行き交う「物流のまち」だ、と印象づけら

れます。そう理解してよいですか。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

広域交流拠点は、東京 。名古屋 。大阪をつなぐリニア中央新幹線と首都圏を環状につなぐ首都圏中央連絡

自動車道(圏央道)が交差する位置にあります。

リニア中央新幹線は、南信州、中京圏(名古屋)、 近畿圏(大阪)と いつた産業の集積地を結びます。また、品

川駅は周辺部に企業の本社やものづくり中小企業が集積するエリアであるほか、羽田空港や都心の業務機能

にもアクセス性が高い地域です。

このように、リニア中央新幹線の沿線は産業の中心地域を貫く活発な 「産業軸」を形成します。一方、圏

央道や国道 16号は広域的な「物流軸」であるほか、その沿道は、 JAXA(宇宙航空研究開発機構)相模原キ
ャンパスや多様な大学など、研究機能が集積する本市のみならず、横浜、厚木、人王子、つくば、木更津等、

公的研究機関や企業の研究開発機能が集積するエリアが結ばれることで、圏央道は環状の「研究軸」を形成

しています。

この「産業軸」と「研究軸」。「物流軸」の交点に位置していることで、広域交流拠点は企業や人材が交流

する上で大きなポテンシャルを持つ地域であり、ご質問における寺島氏の発言は、広域交流拠点が有する様々

な可能性の 1つの側面を指摘したものであると考えております。

1(4)

《質問》

3月 1日 付けの広報さがみはら 2ページ「平成 28年度施政方針の大要」では、「将来を見据えた都市経
営」の項で、「圏央道のインターチェンジ周辺における産業を中心とした新たな拠点づくり」とありますが、

具体的にはどんなものですか。

《回答》【都市整備課、麻溝台 。新磯野地区整備事務所、当麻地区拠点整備事務所】

相模原インターチェンジ周辺については、津久井地域の農地や豊かな自然環境を生かし、就労の場づくり、

地域コミュニティの維持等のため、新たな拠点を形成するもので、平成 28年度は「金原地区まちづくり実

ヽ
一



施計画」の策定に取り組んでまいります。

相模原愛川インターチェンジ周辺については、麻溝台・新磯野地区及び当麻地区において、産業や自然環

境などが共生する新たな拠点の形成を進めています。

1(5)

《質問》

2月 3日 の特別委員会の質疑において、計画の総額は「まだ内部的なものなので」とされ、示されません

でした。総額 (概算額 )、 ならびに項目別の額をお示しください。可能でない場合は、いつお示しいただけま

すか。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

事業費をお示しするためには、現在策定を進めております整備計画に基づき、」R横浜線連続立体交差事業

や土地区画整理事業等の都市基盤整備に関する事業計画や、官民の役割分担などをより具体的にしていく必

要があります。

今後、整備計画の策定後、こうした内容についてさらなる検討を深め、個別の事業ごとにお示ししてまい

りたいと考えております。

1(6・ 7)

《質問》

スケジュール

計画には、リニア新幹線が名古屋～大阪市開業とされる約 30年後の都市計画も含まれています。あまり

にも先のことで、実際どうなるかわからない
「不確定要素」も散見されます。計画を 2つに分けて、第 1ス

テージ (品川～名古屋市間開業まで)を今回の都市計画とし、第 2ステージは、さまざまな不確定要素がは

っきりした後にまわすことはできませんか。

計画は、あまりにも広域かつ多岐にわたつているため、市民の理解の限度を超えています。その意味でも

(6)の ように分けて扱 うことはできませんか。

《回答》【リエア駅周辺まちづくり課】

・整備計画ではリニア中央新幹線の東京都～名古屋市間開業や小田急多摩線延伸が見込まれる平成 39年を橋

本 。相模原両駅周辺地区の日標年次としております。

。そのため、優先的に土地利用や基盤整備を図るエリアを設定して、平成 39年に向け、具体的な整備事業

を検討するものとし、それ以外のエリアについては優先的に整備を図るエリアの進捗状況や都市機能の集積

状況、社会情勢等の機運によつて市街地の拡大を検討していくこととしております。

1(8)

《質問》

情報の共有と市民意向の反映

基本計画 74ページには、「都市づくりに対する市民の関心や理解を深めるため、事業や制度について分かり

やすく示す体制や、情報を手に入れやすい体制の充実を図ります」とありますが、実際にはこのように行わ

れていません。計画段階からの市民参加は、現在では常識であり、市民意向の反映なくしては都市計画は、

ありえないと考えます。市民の理解を深めるため、やり直すことが必要ではありませんか。そのためでした



ら、スケジュールの一部延期も関係方面の理解を得られると思いますが、いかがですか。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

広域交流拠点整備計画の策定に当つては、検討委員会に 3名の市民公募の委員に参画をいただいているほ

か、自治会や商店会の代表など、地域の皆様が主体となって設置したまちづくり推進組織などからも参画を

いただき、ご意見をいただきました。こうした委員会における議論やパブリックコメントの実施等、市民の

御意見を広く伺う機会を設け、計画に反映させていきたいと考えております。

また、まちづくりの具体化を図る段階におきましても、例えば道路整備に際しての説明会など、事業の進

捗に応じて御意見を伺う機会を設け、スケジュールなどについて市民への周知を図り、意見の反映に努めて

まいります。

2.交 通ネッ トワーク
2(1)

《質問》

リニア新幹線の橋本駅の乗降客は 1日 あたり4万人 (答申2-42)と されていますが、その根拠は何で
すか。

橋本駅停車本数は、 」R東海は当初 1時間あたり1本と言及していました。答申で 1時間に5本としてい
るのはどんな理由ですか。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】

乗降客数につきましては、平成 23年度に神奈川県が行いましたリエア中央新幹線検討調査業務委託による

需要予測の結果に基づくものです。また、停車本数につきましては、開業時の周辺状況等に応じて確定する

ものと聞いており、市としては、首都圏南西部の広域交流拠点として、また、神奈川県の北のゲー トとして

停車本数の確保につなげるべきまちづくりを推進してまいります。

2(2)ア

《質問》

京王線橋本駅舎の南方向への移設について

京王電鉄は、今回の駅舎移設問題について現状ではどのように考えていますか。

《回答》【リエア駅周辺まちづくり課】

駅の南側への移設については、乗換利便性の向上や、賑わいの形成に資するまちの回遊性の向上などの面

から京王電鉄においても、必要性を理解いただいており、今後も実現に向けた関係機関等との調整を行つて

まいります。

2(2)イ

《質問》

駅移設の費用は概算でどれくらいかかりますか。また、費用はどこが負担するのですか。

具体的に京王電鉄が「移設のメリットなし」として費用の一部負担を拒んだ場合、全額相模原市が負担する

のですか。あるいはそれ以外の方法があるのですか。

《回答》【リニア駅周辺まちづくり課】




















